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　臨床眼科 2024 年 5 月号（78 巻 5 月号）をお届けいたします。本号も，第 77 回日本臨床眼科学
会（臨眼）での学会原著 12 本を中心に，たくさんの素晴らしい論文，総説を皆様に読んでいただ
けると思います。ご存知のように第 77 回の臨眼では，数多くの方々が現地参加され，COVID‒19
のパンデミック前の活気が完全に戻り，過去最大規模の学会になりました。また，紙媒体の抄録
集がなくなったり，セッションの間に流れる幕間スライドも工夫されたりして，新しい学会形態
が始まったワクワク感がありました。今月号に掲載されている臨眼の学会原著も大変興味深いご
発表ばかりです。
　「今月の話題」では，鹿児島大学の船津諒先生に「眼科イメージング領域の AI 研究最前線」に
ついてご執筆をいただきました。AI 領域での新しい概念である「Wayfinding AI」について勉強
することができました。我々の能力を最大限引き出せるようにサポートしてくれるAIの出現で，
医療の質が格段に向上することが期待できます。
　角膜を専門として身としては，個人的には表紙に掲載されている「非ウィルソン病銅排出障害
に伴う角膜混濁」（難波広幸先生，永沢倫先生）に興味を持ちました。表紙の写真だけでなく，先
生方による写真の解説や稲谷大先生のコメントも含めて是非ご覧ください。その他，大好評の連
載としては，横浜市立大学の竹内正樹先生に「Clinical Challenge」を，名古屋医療センターの廣
瀬浩士先生に「涙器・涙道マンスリーレクチャー」をそれぞれお願いしています。大変興味深い
内容で，必見です。
　これからも，学会に現地参加する機会がどんどん増えてくると思います。特に若い先生方には
積極的に現地参加して多くの人と接して人脈を広げていただきたいと思います。さらに学会発表
後の論文執筆の際は，「臨床眼科」への投稿をよろしくお願いいたします。 （堀　 裕一）
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